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第８章開放経済の最適収支勤学：二国モデル

１．はじめに

徳島（2002,2004）において、小国開放経済の最適収支勤学が分析された。

本論文において、これを二国モデルへ拡張する。小国モデルと二国モデルの

違いは、前者は利子率が所与であり、後者はそれが二国のそれらの間に調整

される所にある。但し、時間選好率は後者においても所与であり、二国共通

であって、均衡において利子率と一致する。これは横断面の条件を満足する

ためである。また後者においては、両国の対外債務ストックの合計、または

経常収支の合計がゼロとなる。これらの点が、小国から二国へと拡張する時

の留意点である。これらの点を考慮して、この拡張は比較的容易である。本

論文と小国モデルの分析と合わせて、一連の分析が、国際マクロ経済学の最

適収支勤学分析のプロトタイプとなるであろう。

論文の構成は、第２節でモデルについて説明し、第３節で投資の調整費用

が存在するケースの分析を示し、第４節でそれが存在しないケースの分析を

示し、第５節でまとめとする。

２．モデル

対照的な自国と外国を想定し、外国の変数は上付き添字のアスタリスク

(･)で区別する。よって自国のモデルのみ示す。政府部門を捨象したモデル

を示し、分析の展開で、それも含んだケースを説明する。徳島（2002）同様

に、社会的最適（パレート最適）の見地からの動学的最適化分析を想定し、

中央計画当局が第0期（今期）における民間非銀行部門の代表的家計の厚生

を、制約条件の下で最大化することを仮定する。代表的家計の瞬時的効用関

数は、時間に関して加法分離的であり、
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(2.1）24`＝四(Ｃｌ）

とする。αは消費であり、下付きの添字ｔは時間を示している。この効用関

数は非負で強い凹関数であり、

Ｏ＜脚１，ｚ411＜０

を仮定する')。また

lim画，＝＋ＣＯ，ｌｉｍｍｌ＝O
c→Ｏｃ→＋面

も仮定する。無限期間モデルを仮定すると、代表的家計の厚生はそれの消費

の効用の総現在価値となり、

ｒ 脚(α)e-0(｡オ(2.2）

となる。８は時間選好率あるいは主観的割引率であり、

（2.3）O＜０＝０．＝０ｍ＜ｌ

の、所与の値をとると仮定する。制約条件は、対外債務ストックと資本ストッ

クの各々と、フローの変数の関係を示す式であり、

（2.4）Ｆ)＝Ｃｌ＋ｊ'[1＋‘(ｎ/虎,)]＋打.Ｒ－/(ｊｂ４Ａ）

（2.5）肋＝ｉｔ

である。Ｂは対外債務ストック、ノヒ`は資本ストック、山は純投資、河･は外

国利子率で、対外取引はすべて対外債務で決済される。Ａは技術レベルを

示す所与のパラメターであり、/(んnＡ）は生産関数で、国内純正産（ＮＤ

Ｐ）に相当し、

０〈β,/２，/Ｍ２〈0,0〈ん＝た,’’四/i＝＋･゜limバーＯ上→＋･□

を仮定する2)。。(ｊ`/ｂ`）は投資の調整費用関数であり、
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の(0）＝０，０＜①'，①'’

を仮定する3】・

自国における動学的最適化分析は、以下のようにまとめられる。

maxL。 郷(c,)e-oIdj

ｓ､t､Ｆ}＝Ｃｌ＋八[l＋ｄ(ｎ/AB【)]＋7i､F}－/(ﾉb１，Ａ）

た,＝ハ

ノセ０，A三0,0<β＜ＬＦｂⅢgiven

｡，Ａ２』三０，ｆｏｒａｌｌｔ

但し投資の調整費用が存在しないケースでは、対外債務の制約式からそれが

除かれる。また投資の調整費用が存在するケースでは、

（2.6）０＜０＝０.＝〃＝打．＜ｌ

として分析する。そして二国の収支を分析する際には、

（2.7）Ｆ)＋図.＝O

としなければならない。制御変数はｃｈｉ１であり、状態変数はF),ｌb`である。

各変数は－人あたりのものであり、人口成長は仮定せず、今期（第0期）の

人口を１とする。また以下の分析では特に必要を認めない限り、下付きの添

字ｔは省略する。

３．投資の調整費用が存在するケース

このケースにおける自国のハミルトニアンは、一入,ス９を共役変数とし、

(2.6）より、

Ｈ＝卿(c)－j({c＋i[1＋ｄ]＋0Ｆ－/(A8,Ａ)}＋A9j
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の右側が貿易黒字で、左側が貿易赤字であり、経常収支均衡線

CB=OCB.=O

の右側が経常黒字で、左側が経常赤字である。最適経路上のＦ(Ｆ､）と

F･(Ｆ`.）の差は、

(減少すべき対外憤務ストック）

(増加すべき対外債務ストック）

(経常黒字）

(経常赤字）

という意味で、最適経常赤字（Ｆ＜Ｆ､,Ｆ･＜Ｆ､､の領域)、最適経常黒字

(F@＜ＦＦｃ.＜Ｆ・の領域）の大きさを示している。但しこの場合の経常

収支は、長期分析におけるそれである。貿易収支の大きさは、この図では示

せない。また図１は、

んo＜lBi,Ｆｂ＜Ｏ＜Ｆｉｒ

のケースもありうるし、図３の第０期の貿易収支は、自国と外国の黒字・赤

字・均衡の計９通りの組み合わせがあることに、注意しなければならない。

－１３９－



ＥＦ．

。－Ⅲ■Ⅱ＝

Fｂ

0

Flr

図１

－１４０－



Ｐ

ＦＧ

/’0

|／

/’

ＣＢ．＝0

図２

－１４１－



ＣＢ＝0

Ｆ
〆

、
０

Ｐ｡

Ｏ

Ｆｌｆ

Ｆ０．

ＣＢ・＝0

図３

－１４２－



ＣＢ＝0

Ｐ

ＦｑＢ

J〆IDO

Fb |／

Ｆ・

FM・

Ｏ

し
ＰＧ.

CD.＝0

図４

－１４３－



以上の分析より、政府部門を含んだ場合も、小国モデルの徳島（2004）同

様に財政収支均衡となり、生産性ショックの分析も同様となって、（2.7）を

満足するように、自国と外国の対称的な勤学経路となることは自明である。

４．投資の調整が存在しないケース

このケースにおける自国のハミルトニアンは、一入βを」

と、

Ｈ＝脚(c)－スに十j＋７．F－/(A６，Ａ))＋βｊ

である。最適のための条件は

(41）筈=幽1-A-゜…幽1-ス

(42）鶚--’'十β-０’一β

(43）Ｈ'十器-1〔，-〆）

("）β-β'一鵲-β`-Ｍ
（4.5）ｌｉｍ（－AＦ)e-0j＝Ｏ

「→＋ロロ

（4.6）ｌｉｍβlBe-的＝Ｏ
『→＋函

となる。（4.2)、（4.3)、（4.4）より

スーβ＝ス(0-γ､)＝β(0-(）

となり、

（4.7）γ・＝力

一入βを共役変数とする
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となる。横断面の条件（4.5）.（4.6）を満足するためには、定常均衡

スーβ＝Ｏ

に収束する勤学システムでなければならないので、（4.1)、（4.7)、（2.3）を

考慮してい、

ｉ）拘く８鯉く沁・(Ａ＝Ａ・'ん0＜ﾉｾi/A､＜Ａ,ADO＝たi）のとき

6.,ｒ<0<6,j,ＣＢ<0<ＣＢｏ

ｊｕ）？0.＜０”＜ｎ(Ａ＝Ａ曇,ABi＜ｈ０/Ａ＜Ａ､,ｈ０＝ん6）のとき

６，j<0<6亀,ｒ,ＣＢ.＜O<ＣＢ

となり、

`F暴く0

の条件が得られるので5】、兜とＦの勤学システムは、均衡の近傍で線形近似

し、（2.6）を考慮して、

［:Mili(:]に二］
となり、係数行列式が負になるので、鞍点となる。また

器ﾄｰＦ-吉(蝿-小゜

熟－．-十｡。

なので、前説同様の勤学システムとなり、経常収支と貿易収支

CB`＝－ルー／(ん`,Ａ)－cl-it-8F｝

TB`＝／(ﾉｾﾊＡ)－cｉ－ｊｌ
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の最適勤学も前節同様となる。このケースではｃが妙の役割を果たしてい

るのである。よって政府部門を含んだ場合の分析と生産性ショックの分析も、

前節同様となる。

５．おわりに

二国モデルの最適収支勤学分析は、小国モデルのそれの応用であることが

示された。但し小国モデルの分析と大きく異なる点は、投資の調整費用の有

無による最適勤学の違いがないことである。これは、投資の調整費用が存在

する場合はその関数①が、存在しない場合は消費ｃが、勤学システムの調

整役になっているからである。

最後に第４節の奇妙な条件

（4.7）７.＝パ

（4.7'）γ＝ハ．※注の４）より

について説明しておく。これらは世界利子率、すなわち他国からの借金の利

子率が、自分の国の資本の限界生産力と等しいということである6)。世界利

子率は対外債務ストックの増加関数なのでれ、自分の国が経常赤字で資本ス

トックが過少(んo＜ﾉｾ｡,ﾉｾi＜ﾉｾ｡.）の場合に世界利子率が均衡値Ｏ”を上回り、

経常黒字で過大(A､｡＜jbO’ん｡.＜ｈｉ）の場合にそれが０”を下回り、資本ストッ

クと対外債務ストックが国際資本移動により調整されて、均衡へ至るという

勤学システムが成立するための条件になっている。

注

')"-鶚塑M一等である。

2)ﾊﾞｰ鵲炎=器′i戸纂…券,ｶｰ論炎F潟である。
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３）調整費用は”(i/陀）である。

４）外国では、

１.＝β・＝入甑(0.-γ)＝β・(0.-/r）

となり、

γ＝刀゛

となる。

５）ゴール(ﾉｾ－ん｡）と線形近似する。

６）（借金の利子率）≦（資本の限界生産力）でなければ、借金の元利合計は増大し

て行く。

７）二国モデルは両国が大国のモデルなので、経常赤字による世界の資本市場からの

資金吸収が、世界利子率を上昇させる。
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